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教員からのメッセージ

　 私は主に尾張・三河、つまり現在の愛知県となっている地域の中世史について調べています。日
本の中世史というと、平安時代の後期から鎌倉時代、そして南北朝・室町・戦国時代の頃などを指
していることが多いようです。11世紀くらいから16世紀の辺りまで、ということになります。すると、「そ
んな昔のことがどうして分かるんだ」と疑問を持たれる方もいるかもしれませんね。
　もちろん、遠い昔のことをわれわれが直接に見聞することはできません。過去を知るためには、昔
の人々が書き残してくれたさまざまな文章、一般に史料と呼ばれているものから過去の情景を復元
していくしかないのです。もっとも、われわれが知りたいと思うことをすべて教えてくれるような史料な
んて滅多にありませんから、断片的な文章から細 と々した情報を引き出して、それをなんとかつなぎ
合わせながら、足りない部分（こちらの方がむしろ多いのですが）を推理していくしかないのです。そ

の場合、どの史料を重視するのか、それをどう読み解く
のか、引き出した情報をどのように組み合わせるのか
……推理のやり方には、人によってさまざまな方法があ
るのです。
　すると、同じ出来事を復元しようとしても、人によって
異なる推理がなされ、異なる結果が提示される、なんて
ことも起こってくるのです。そのために、過去の出来事を
めぐって論争が起こったり、それまでの理解が書き換え
られたりするわけです。たとえば織田信長の生誕地がか
つての名古屋から勝幡に変わったり（これは勝幡の城
主であった父親の織田信秀が、信長の生まれる前に那
古野城を攻め取ったとされていたのが、現在では信長の
生まれた後だという理解が有力になったためです）、長

篠の戦いでの鉄砲三千挺の三段撃ちが否定されたり（これは、三段撃ちを載せているのが、あとか
ら「創作」された近世の文献だけ、ということが認識されてきたからです）などなどの変化が起こって
きたのでした。
　このように、歴史上の「事実」とされてい
ることは、「絶対不変の真理」などではな
いのです。ただ、それだからこそ、そんな儚
い推理を少しでも「確からしいもの」にす
るために、歴史を学ぶ人たちは、必死に努
力を積み重ね、推理の精度を上げようと
しつづけているのです。私自身は非力な者
ではありますが、そうした多くの人たちの
努力の成果を、ゼミの皆さんと語り合って
いけたら、と願っています。
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